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4 歳未満発症の ぺ ル テ ス 病の 臨床成績
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要 旨 4 歳未満発症 の ぺ ル テ ス病の治療成績 に つ い て 検討 し た . 1986�2006 年 ま で 当 科 を 受診

し ， ペ ル テ ス 病 と 診断 さ れた症例 356 例の う ち ， 4 歳未満で、発症 し カ ル テ お よ び X 線で 6 年以 上 の

経過が確認で き た 14 例 16 股 を 対象 と し た 当 科初診 ま での経過， Catterall 分類， lateral pillar 分

�n� を 用 い て ， 最終調査l時の|臨床'lLt状， Stulberg 分類 に影響 を 与 え た 因子 に つ い て 検討を 行 っ た . 最

終調査時に Stulberg 分類成績良好l�( は 68 . 7% で あ っ た . 初診 ま で の WJ 聞 と lateral pillar 分類が最

終調査時 Stulberg 分類 に影轡を 及ぼす と 思 われた 幼児期ぺル テ ス 病 に お い て も 年長 児同様徹底

し た 免荷指導が必要 と 思わ れ， 骨頭圧出の恐れがあ る 症例 に は長 WJ 入所での完全免荷 を 考慮すべ き

であ る .

は じめ に

ペ ル テ ス 病 は年 少 発症例 ほ ど予後良好 と さ れて

き た が， 近年， 年少児例で も 必ず し も 成績良好で

は な い と す る 報告 も み ら れ る 2) 今回 我 々 は 4 歳

未満発症の ペ ル テ ス 病の 治療成績 に つ い て 検討 を

行 っ た の で報告す る .

対象 と 方法

1986""'2006 年 ま で 当 科 を 受診 し ， ペ ル テ ス 病 と

診断 さ れた 症例 356 例 の う ち ， 4 歳未Yililj発症の 28

例 の 中 か ら 6 年 以 上 の 経過 が確認で き た 14 例 16

股 (片側例 12 例， 両側例 2 例) を 対象 と し た . 性

別 は 全例 男 児で， 右 8 股左 8 股で あ っ た . 初診時

平 均 年 齢 は 3 歳 2 か 月 (2 歳 6 か 月 ""'3 歳 1 1 か

月 ) ， 最終診察時平均年齢は 13 歳 8 か 月 (9 歳 7 か

月 ""' 19 歳 1 1 か 月 ) ， 平均経過観察知j 聞 は 10 年 3

か 月 (6 年 7 か月 ""' 17 年 0 か 月 ) で あ っ た .

当 科 で の ペ ル テ ス 病 に 対 す る 治療 は ， 主|三長児で

は 肢体不 自 由 児施設で、の長期入所 と し ， 入所期間

中 は ， ま ずベ ッ ト 上 に て両下肢に 1 . 5 kg""'2 . 0  kg 

の 24 1時間水平準 引 を 行 い ， '尽痛 ・ 外]1伝制限が軽減

し た 後， Batchelor 装具 を 作成 し 数か 月 間 の 完全

免荷 を 行 っ て い る . そ の 後 X 線上骨端核 外側 に

十 分 な 骨新 生 を 確認 し T achdj i an 装 具 に 移行，

徐 々 に 部分荷重 を 行 い ， 独 歩 で の 退所 と し て い る .

年少児例 で は 入所後 の 牽 引 は 年 長 例 同様行 っ て

い る が Batchelor 装具作成後 は ， 装着状態 を 確認

し て 退所 と し ， 保護者の駈視下 に 装具装着， 完全

免 荷 の 指 導 を 行・ う 短 期 教 育 入 所 を 基本 と し て い

る . さ ら に 入所が困 難 な 症例 に 対 し て は 外来で外

転免荷装具 を 作成 し ， 装着 ・ 免荷指導 を 行 っ た .

本症例 に つ い て の調査項 目 を 当 科初診 ま での 経

過 ・ 分 節 期 で の Catterall 分類1) • lateral pillar 分

類3) と し ， 成 績評価 を 最 終調 査 時 の |臨床症状 お よ

び Stulberg 分類6) に て 行 い， Stulberg 分類 type

1 ，  type 11 を 成績良好群 と し ， 治療成績 に 影響 を

与 え た 因子 に つ い て も 検討 を 行 っ た .
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図 1. 最終調査時の Stulberg 分類別
症例数

成 績 良 好 と さ れ る S t u l b e r g 分類
1 . II 型 を 合 わ せ る と ， 全 体 の

68 . 7% で あ っ た .

結 果

分節期 で の Catterall 分類， lateral pillar 分類で

は， Catterall group 1 ・ lateral pillar type A は 2 !投
で あ っ た . 同 様 に Catterall group 2 ・ lateral pil­

lar type B が 3 股， Catterall group 3 ・ lateral pillar 

type B カq JJ史， Catterall group 3 ・ lateral pillar 

type C カ� 4 JJ'it， Catterall group 4 ・ lat巴ral pillar 

type C が 3 股で あ っ た (表 1 ) .

最終調査時の 臨床症状で は ， 全例終痛無 く ， 可

動域で は軽度の回旋制 限 を 3 例 3 股 に 認 め た . 最

終調査時の Stulberg 分類 は type 1 が 6 股， type 

II 5 股， type III 4 股， type N 1 股で あ り ， 成績

良 好群 は 全体の 68 . 7 % で あ っ た ( 図 1 ) .

分 酎i 期 に lateral pillar type A で あ っ た 例 は 2

股 中 2 股が Stulberg type 1 と 良好 な 結果 と な っ

た . 同 様 に B 群で も 7 股中 Stulberg type 1 が 3

股 (43% ) ・ type II 4 股 (57% ) と 全例 良好 な 成 績

と な っ た が， C 群で は 7 股 中 Stulberg type III 4 

股 (57 % ) ・ type N 1 股 ( 1 4 % ) と 成績 不 良群 を 多

く 認 め た . lateral pillar type A . B 群 と type C の

間で， Stulberg 分類 に て 成績良好で あ っ た 症例 は

A . B 群で 多 く ， 統計学的有意差 を 認 め た (Fish­

er's exact probability test， P< 0 . 01 )  (表 1 ) .

症状出現か ら 当 科初診 ま での 期間 は 1 か 月 以下
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表 1. Lateral pillar 分類別 の成績
Lateral pillar 分類 を A ' B 群 と C 群の 2 群 に 分 け，
Stulberg 分類を 成績良好な 1 . II 型群 と 成績不良 な
皿 ・ W 型群 と に 分 け 比較 し た と き の成績では統計学
的有意差 を 認め た ( フ イ ツ シ ヤ ー直接確立試験， p< 
0 . 01 )  . 

Stulberg 分類

E 皿 W 

A 2 

Lateral pillar 分額 B 3 4 
C 4 l 

表 2. ;f}]診 ま での期間別 Stulberg 分類
症状出現か ら 当科初診 ま での期間が 3 か月 以上 を 要
し た 群が 3 か月 未満群 に 比べ成績不良例 を 多 く 認め
た

Stulberg 分類

H
一
4

1

3 か 月 未満

3 か 月 以上

5 

1 

E
一
1

3

W 

が 5 例， 1 --....，3 か月 が 3 例， 3 か 月 以上が 6 例 で平

均 2 . 2 か 月 (0 . 1 --....，8 か 月 ) で あ っ た 3 か月 以上経

過群の う ち 免荷治療 さ れて い た l 例 を 除 い た 5 例

に つ い て 検討 し た と こ ろ ， lateral pillar type C が

5 股中 4 股 (80 % ) ， Stulberg type III が 3 股 (60% )

で あ り ， 3 か 月 未満群で は lateral pillar type C が

1 1 股中 3 股 (27% ) ， Stulberg type 皿 が 1 1 股中 1

股 (9% ) ， type N が 1 1 股 中 l 股 (9 % ) と な り ， 3 

か 月 以 上 を 要 し た群 の 方が lateral pillar type C， 

お よ び Stult冗rg type 皿 ・ W を 多 く 認 め た ( 表 2) . 

治療方法別 の成績で、 は 短期教育 入所群 は 7 例 8

股， 外来での Batchelor 装 具 ・ Tachdjian 装 具 な

ど の 外iliï;免荷装具作製群が 6 例 7 股， ま た 自 宅で

の 介護が困 難 な た め Batchelor 装具作成後長期 入

所 と な っ た 例 が l 例 l 股で あ っ た . 短期教育入所

群 の う ち Stulberg type 1 ・ E と な っ た も の は

62 . 5 % ， 外 来 で の 外転免荷装具作 成 群 で は Stul­

berg type 1 . II が 71 . 4 % で あ っ た が こ れ ら に 統

計学的有意差 は 認 め な か っ た .

症 例

症例 1 : 3 歳 3 か 月 ， 男 児， 右側例. 発症か ら 当

科初診 ま で の 期 間 は l . 2 か 月 で あ っ た が， 初診時

既 に 高度 の 骨頭変形 を 認 め て い た . 短 期 入 所 で、
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 図 2.

症例 1 : 3 歳 3 か 月 ， 男 児 ， 右側例
a 初診時
b : ;初診か ら 6 か 月 後の最大吸収

像. Catter叫1 group 4， later­
al pillar type C であ っ た .

c 最終調査時 18 歳. Stulberg 
type N 

戸しLu
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図 3.

症例 2 : 2 歳 1 1 か月 ， 男児， 右側
例
a . 初診I時. 既 に 最大吸収像 を 示

し て い た . Catterall group 
4， lateral pillar type C であ っ
た

b : ;f}J診か ら 3 年後の リ モ デ リ ン
グ時

c 最終調査時 16 歳. Stulberg 
type m 

Batchelor 装具作成後退所. 初診か ら 6 か 月 後 に

最大l吸収像 を 示 し ， Catterall group 4， lateral pil 

lar type C で あ っ た . 18 歳 の最終調査時 Stulberg

typ巴 W と な っ た ( 図 2) .

症例 2 : 2 歳 1 1 か 月 ， 男 児， 右側例. 発症か ら

当 科初診 ま での 期間 は 5 か 月 で あ り ， 初診|時既に

最 大 吸収像 を 示 し Catterall group 4 ，  lateral pil­

lar type C で あ っ た . 1 6 歳 の 最終調査時 Stulberg

type 皿 と な っ た ( 図 3) . 

考 察

基本的 に 行 っ て い る .

し か し ， 年少児例 を 治療 す る に あ た っ て は年長

児 同様 の 免荷が必要 な の か， ま た 免荷 を 行 う 際 に

そ の徹底がで き る の か， 免荷 を 行 う 場所 と し て施

設 と 自 宅 と で成 績 に 差 が生 じ る の か， な ど の 疑 問

点 が生 じ る .

免荷の必要性 に 関 し て は ， 今 回 の 調査 で は 荷重

治療相二が含 ま れて い な か っ た が， 当 セ ン タ ー 初診

ま で の JVï 聞 は 免荷 が行 わ れ て い な い と い う 意 味

で， 免荷の 有無が成績 に 影響 を 与 え た と 思 わ れ た .

ま た 従来， 年少児例 で は 成績が一様 に 良 い と し て ，

免荷 に つ い て 議 論 し た 報 告 は 少 数 で あ っ た が，

Ippolito'O ら は 免荷治療 を 4 蔵未満の 全例 に 行 し ミ 良

好な成績であ っ た と 報告 し て お り ， や は り 年少 児

に つ い て も 免荷治療 は必要で あ る と 考 え る .

我 々 は ペ ル テ ス 病 に お い て は 荷重 が大腿骨頭圧

潰の最大の原 因 で あ り ， そ の た め ペ ル テ ス 病 の 治

療 に は徹底 し た 免荷が重要で あ る と 考 え ， 外来 よ

り も 厳重 な 免荷管理が可能 な長期入所 で の 治療 を
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免 荷 を 徹底 さ せ る に 当 た っ て は ， 本 人 お よ び保

護者 ・ 介護者の理解が必要不可欠で あ る ま た ，

施設 と 自 宅 と での成績の遣い に つ い て は ， 今 回 は

長 期 入所例が 1 例 の た め 比較が困難であ り ， 今後

の 検討が必要 と 考 え る . し か し 入所の メ リ ッ ト と

し て ， 集団生活の 中 で他の こ ど も た ち の 姿 を 習 っ

て 免荷 の 理解が進む こ と が期待で き ， ま た 医療従

事者た ち の厳重 な 監視下 に 置 く こ と で， よ り 確実

な 免荷が得 ら れ る と 考 え ら れ る .

中 村 ら 5) が 以 前報告 し た よ う に ， 当 セ ン タ ー で

は施設治療群 が外来治療群 よ り 良好 な 成績 を 示 し

て お り ， や は り 環境 に よ る 免荷の徹底 の 違 い が成

績 に 影響 し た 可能性が示唆 さ れ， 我 々 は 4 歳未満

に お い て も 同様の結果が期待で き る と 考 え る .

し か し 年少児期の長期入所 に 伴 う 患児や家族の

精神的負担 を 考慮 す る と 長期入院が不適切 な症

例 も あ る . 我 々 医療者か ら 患児 お よ び家族への 指

導 を 徹底 し ， 自 宅での 免荷が守 れ る 症例 に つ い て

は 外来治療へ と 移行 し ， 一方， 免荷が守れず骨頭

圧潰の恐れがあ る 症例 に 関 し て は ， た と え 年少児

と は い え 長期 入所での完全免荷を 第一選択 と すべ

き と 考 え る .

ま と め

院での 4 歳未満の ペ ル テ ス 病症例 14 例 16 股

に つ い て 検討 し た .

1 ) 最 終調 査 時 の S t u l b e r g 分 類 1 ， II 型 は

68 . 7 % で あ っ た . 回 型で は 初診 ま で、経過が長 か っ
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た症例 が多 か っ た .

2 )  Stulberg 分 類 に 影響 を 及 ぼ す可能性 の あ

る 因子 は ， 初診 ま で の 期 間 と lateral pillar 分類で

あ っ た .

3 ) 幼 児期 ペ ル テ ス 病 に お い て も 患児 お よ び家

族への徹底 し た 免荷指導が必要 と 考 え る . 骨頭圧

潰の恐れが あ る 症例 に は 長 期 入所で、 の完全免荷 を

考慮、す べ き で あ る .
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l Abstract I 
Perthes Disease in Infants Younger than 4 Years Old : Mid-Term Outcomes 

from Treatment 

Yusuke Miyagawa， M. D.， et al. 

Department of Orthopaedic Surgery. Kanagawa Children's Medical Center 

We report the mid-term outcomes from tr巴ating Perthes diseas巴 in 14 infants younger than 4 
years， involving 16 hips， and who have been followed for more than six years. Tb巴 outcom巴s were 
evaluated using m巴dical records and radiographs from before treatment， the Catterall 
Classification， th巴 lat巴ral pillar c1assification， and the clinical symptoms. We also report the Stulberg 
Classification at most recent follow-up， and thos巴 factors which most affect巴d the outcom巴s. Ov巴rall
68 . 7% were at Stulberg class 1 or Il at most recent follow-llp. Th巴 factors that most influenced 
th巴 Stulberg Classification w巴re ( i ) the dllration of symptoms before th巴 first visit. and ( ü ) the 
lat巴ral pillar classification. We conclllded that thorougb non-weight-bearing instrllction was 
important for th巴se pre-school cbildren， as well as for schoolchildren. For severe cases at high risk 
to femoral head collapse. then long-term hospitalization may be necessary to 巴nSllre non-weight­
bearing compliance. 
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